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●綿工連綿’s 倶楽部委員会開催 

５月１１日（土）、大阪綿業会館において今年度１回目の綿工連綿’ｓ倶楽部委員会が開催され

た。当日は２０１８年度会計報告の後、（１）今年度の全国交流会について、（２）生地販売会につ

いて、ほか今年度の活動計画が検討された。 

 

●Premium Textile Japan ２０２０Ｓ／Ｓ展開催 

５月２１日（火）－２２日（水）の２日間、一般社団法人日本ファッションウィーク推進機構主催の

テキスタイルビジネス商談会 Premium Textile Japan ２０２０Spring/Summer が東京国際フォーラ

ムにおいて開催された。工連傘下企業の出展は、遠州の株式会社タケミクロス、古橋織布有限

株式会社、天龍社の有限会社福田織物、播州の桑村繊維株式会社、広島のカイハラ株式会社。 

 

●綿スフ工連・綿工連通常総会及び同交会理事会・評議員会開催 

５月２４日（金）、大阪綿業会館において、日本綿スフ織物工業組合連合会（綿スフ工連)及び

日本綿スフ織物工業連合会（綿工連）の通常総会が開催され、（１）２工連の平成３０年度事業報

告書及び決算関係書類承認の件について、（２）２工連の平成３１年度事業計画(案)、収支予算

(案)及び賦課金徴収方法(案)（綿工連のみ)承認の件について諮られ、承認された。また、一般

財団法人日本綿スフ機業同交会(同交会)では、理事会において、平成３０年度事業報告書及

び決算関係書類承認の件について諮られ承認された後、評議員会において承認された。 

なお、同交会の「平成３１年度の事業計画、収支予算」については去る２月２６日開催の同交

会理事会において、承認されている。 

会議終了後、当会監事でもある税理士法人代表の竹内氏より１０月から実施される「軽減税率
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制度」への対応に必要な準備等について説明があった。 

 

●平成３０年度第２次補正予算「小規模事業者持続化補助金」公募中 

本誌５月号掲載の通り、４月に日本商工会議所による本事業の公募が開始されたが、商工会

地区で事業を営む小規模事業者については事務局が独立行政法人中小企業基盤整備機構に

確定し、５月２２日から公募が開始された。 

「小規模事業者持続化補助金」事業は、小規模事業者が自らの経営を見つめ直し、事業の

持続的な発展に向けて経営計画を作成して販路開拓等に取り組む際の経費の一部を補助する

もの。 

「小規模事業者持続化補助金事業」（商工会地区分）は、全国事務局である独立行政法人中

小企業基盤整備機構と、地方事務局である都道府県商工会連合会及び各地商工会が連携し

実施する。 

  

○公募期間 

一次締切： ２０１９年６月２８日(金) 

二次締切： ２０１９年７月３１日(水) 

○対象者及び補助率等 

・対象者： 商工会地区で事業を営む小規模事業者 

・補助率： 補助対象経費の 3 分の 2 以内 

・補助上限： 原則５０万円 

〇公募要領

https://www.smrj.go.jp/org/info/solicitation/2019/pjacom0000003me8.html 

 

●省エネルギー設備投資支援事業(補助金)公募中 

平成３１年度「省エネルギー投資促進に向けた支援補助金（エネルギー使用合理化等事業

者支援事業）」及び「電力需要の低減に資する設備投資支援事業費補助金」の公募が５月２０日

より開始されており、概要及び制度の詳細については、両事業の執行団体である一般社団法人

環境共創イニシアチブ（以下「ＳＩＩ」という）のホームページで公表されている。 

 

○公募期間： ２０１９年５月２０日（月）～６月２８日（金） ※１７：００必着 

○事業概要: https://sii.or.jp/cutback31/overview.html 

 

 

 

 

 

https://www.smrj.go.jp/org/info/solicitation/2019/pjacom0000003me8.html
https://sii.or.jp/cutback31/overview.html
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●平成３０年度補正予算「サービス等生産性向上ＩＴ導入補助金」公募中 

サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業（ＩＴ導入補助金）は、中小企業・小規模事

者等における生産性向上に資するＩＴツール（ソフトウェア、サービス等）を導入する

ための事業費等の経費の一部を補助することにより、中小企業・小規模事業者等の生産

性向上を実現することを目的としている。 
導入ツールによってＡ類型とＢ類型があり、Ａ類型はすでに公募終了。Ｂ類型は６月

２８日が申請の締切だが、７月中旬より二次公募が開始される。補助金対象となるＩＴ

ツールはあらかじめ支援事業者が事務局に登録したもの。 
 

○Ａ類型とＢ類型の違い 
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○交付申請の手引き 

https://www.it-hojo.jp/h30/doc/pdf/h30_application_manual.pdf 

○公募要領 

https://www.it-hojo.jp/h30/doc/pdf/h30_application_guidelines_first.pdf 

 

●夏季の省エネルギーの取組 

省エネルギー・省資源対策推進会議省庁連絡会議は、関係政府機関で構成されており、毎

年、夏と冬の省エネキャンペーン期間が始まる前に開催されている。５月２１日、当該会議にて

「夏季の省エネルギーの取組について」を決定した。 

 

〇工場・事業場関係について  

①工場・事業場における省エネ法に基づくエネルギー管理の実施  

以下に掲げる取組の推進を含め、省エネ法に基づく適切なエネルギー管理を実施すこ

と。なお、特定事業者においては、平成２８年度から開始した「事業者クラス分け評価制度」

によるＳＡＢＣの評価も踏まえた取組を行うこと。  

・事業者全体としての管理体制の整備、責任者の配置及び省エネ目標に関する取組方針

等の策定を通じて、省エネルギーを推進すること。  

・省エネ法の「工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準」

に基づく設備の管理標準の策定・実施など、適切なエネルギー管理を実施すること。  

・省エネ法の「工場等における電気の需要の平準化に資する措置に関する事業者の指針」

https://www.it-hojo.jp/h30/doc/pdf/h30_application_manual.pdf
https://www.it-hojo.jp/h30/doc/pdf/h30_application_guidelines_first.pdf
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に基づく電気需要平準化時間帯における電気の使用から燃料又は熱の使用への転換、

電気需要平準化時間帯以外の時間帯への電気を消費する機械器具を使用する時間の

変更など、電気需要平準化に資する措置を実施すること。  

［参照］  

～事業者クラス分け評価制度～ 

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/classify/  

～工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準～  

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/handankijyun30.pdf  

～工場等における電気の需要の平準化に資する措置に関する事業者の指針～  

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/shishin_kojyo.pdf   

②自主的な省エネルギーの取組の推進 

一般社団法人日本経済団体連合会傘下の業種をはじめとして、２０２０年及び２０３０年に

向けた産業界の地球温暖化対策の自主的取組である低炭素社会実行計画を策定してい

る事業者にあっては、その実現に向け、工場・事業場において技術的に最高水準の省エネ

ルギー機器・設備の導入及び設備のきめ細かな運転の管理等により、省エネルギーの取

組を徹底して推進すること。  

同計画について未策定の業種に属する事業者においても、参加する業界団体等と連携 

して計画の早期策定に努めるとともに、策定に至るまでの間も、使用していないエリアの消

灯の徹底や空調における適切な温度管理を含め、自主的・計画的に省エネルギーの取組

を徹底して推進すること。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/classify/
http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/
http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/handankijyun30.pdf
http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/summary/pdf/
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ＥＰＡ（経済連携協定）／ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）の動向 

●我が国のＥＰＡへの取組状況 
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●ＴＰＰの概要 
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なお、凍結事項に入らなかったが、一定期間猶予する内容（２項目）についてはサイドレター

（補足文書）を交わすことになる。 
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日  本  と  各  国  と  の  Ｅ  Ｐ  Ａ  交  渉              

●日・ＥＵ経済連携協定について 

○英国のＥＵ離脱の動き 

 「合意無き離脱」となった場合の日本との輸出入手続き 

イギリスは３月２９日にＥＵを離脱する予定だったが、議会が離脱協定を３度にわたり否決した

ため、ＥＵは離脱期限を１０月３１日まで延長した。 
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○日ＥＵ協定の自己申告原産地証明書について問合せ先 

各税関原産地調査官 

名古屋税関 

電話番号：052-654-4205 

メールアドレス： nagoya-gyomu-gensanchi@customs.go.jp 

大阪税関 

電話番号：06-6576-3196 

神戸税関 

電話番号：078-333-3097 

メールアドレス： kobe-gensan@customs.go.jp 

 

○原産地証明書（税関ＥＰＡマニュアル） 

Ｐ.５１－５４ （Ｐ.５１の下方に原産地証明書サンプル） 

http://www.customs.go.jp/roo/origin/epa.pdf#search=%27%E6%97%A5EUEPA%E5%8E%9F%E7%94%A3%E5%9C%B0%E

8%A8%BC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%27 

 

 

 

 

http://www.customs.go.jp/nagoya/index.htm
mailto:nagoya-gyomu-gensanchi@customs.go.jp
http://www.customs.go.jp/osaka/index.htm
http://www.customs.go.jp/kobe/index.htm
mailto:kobe-gensan@customs.go.jp
http://www.customs.go.jp/roo/origin/epa.pdf#search=%27%E6%97%A5EUEPA%E5%8E%9F%E7%94%A3%E5%9C%B0%E8%A8%BC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%27
http://www.customs.go.jp/roo/origin/epa.pdf#search=%27%E6%97%A5EUEPA%E5%8E%9F%E7%94%A3%E5%9C%B0%E8%A8%BC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%27
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●特許公開情報 
２０１９年５月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00 

[特許公開情報] （２０１９年５月公開分） 

＜５月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2019-069614 帝人株式会社 積層布帛および繊維製品 

2 特開 2019-070212 帝人フロンティア株式会社 グローブ用布帛および繊維製品 

3 特開 2019-070216 ＫＢセーレン株式会社 

高収縮性常圧カチオン可染性ポリエステル

繊維及びそれを用いた混繊糸並びにそれら

を用いた布帛 

4 特開 2019-070222 

帝人フロンティア株式会社  

株式会社ニトリホールディ

ングス  

布団 

5 特開 2019-071292 株式会社不二越 燃料電池用炭素繊維織物 

6 特開 2019-072911 

ジェイサイエンテック株式

会社  

パナック株式会社  

複合シート 

7 特開 2019-072945 千葉 博子（大阪府） 装飾基材 

8 特開 2019-073807 

東レ株式会社 

東レ・テキスタイル株式会

社  

仮撚加工糸および織編物 

9 特開 2019-073816 住江織物株式会社 
糸及び該糸を少なくとも一部に備えてなる

布帛 

10 特開 2019-073830 トヨタ紡織株式会社 織物 

11 特開 2019-073834 
帝人株式会社 

東海染工株式会社  
難燃性布帛および繊維製品 

12 特開 2019-073837 日本フイルコン株式会社 
吸水体の製造装置に使用されるメッシュベ

ルト 

13 特開 2019-073841 ＫＢセーレン株式会社 伸縮性布帛 

14 特開 2019-074571 トヨタ紡織株式会社 
光ファイバー結束体及びその製造方法並び

に光ファイバー発光装置 

15 特開 2019-074618 

日本放送協会  

一般財団法人ＮＨＫエンジ

ニアリングシステム  

映写用スクリーン 
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５月の行事  

５月１１日………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪綿業会館）  

５月２１～２２日…… ＪFW-Premium Textile Japan ２０２０Ｓ/Ｓ（東京国際フォーラム） 

５月２４日…………綿スフ工連／綿工連通常総会、同交会理事会・評議員会（大阪・綿業会館） 

 

５月以降の行事 

６月１１日………… ＳＣＭ推進協議会総会（東京・ＴＦＴビル） 

６月１８日………… ＳＣＭ推進協議会取引改革委員会（東京・ＴＦＴビル） 

６月２０日………… 第１２８回繊維通商問題委員会（東京・繊維会館） 

６月２５～２６日……ジェトロ欧米向けテキスタイル輸出展示商談会（東京・ジェトロ本部） 

６月２８日…………          ”         （名古屋・あいち国際ビジネス支援センター） 

７月３０日………… 繊産連常任委員会（霞ヶ関ビル）  

 

 

 

 

 

16 特開 2019-077175 ダイキン工業株式会社 積層体 

17 特開 2019-077964 日本バイリーン株式会社 繊維シート及び繊維シートの製造方法 

18 特開 2019-077969 

国立大学法人福井大学  

日本毛織株式会社  

株式会社ゴーセン  

光ファイバー織物及び視神経活動測定支援

装置 

19 特開 2019-078741 

シー．アール．エフ． ソシ

エタ コンソルティレ ペル 

アツィオニ（伊） 

フロック加工された導電性の横糸を有する

多機能の生地を備えた変形検出デバイス 

20 特開 2019-081968 帝人株式会社 
染色されたメタ型全芳香族ポリアミド繊維

および紡績糸および布帛および繊維製品 

21 特開 2019-081976 東レ株式会社 シート状物およびその製造方法 

22 特開 2019-081987 旭化成株式会社 
ガラスクロス、プリプレグ、及びプリント

配線板 

23 特開 2019-081995 
南亜塑膠工業股▲ふん▼有

限公司（台湾） 
環境を涼しく感じる織布及びその作製方法 

24 特許 6513319 信越石英株式会社 石英ガラスフィラメントの製造方法 
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“ジャパン・コットン・マーク”は 
優れた国産綿素材製品の証明です 

 

国産綿素材の優れた品質をアピールして需要振興を

図るため、国内で製造した綿素材の織物を使用した

繊維製品に対してジャパン・コットン・マークの表示を

推進しております。 
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